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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　熊本に秋を連れて来る風物詩の藤崎八旛宮
秋の例大祭は、ハイライトの神幸行列が行な
われた。今年は熊本地震を受けて被災者への
配慮があり、自粛が広がったとみられ、飾り馬
を奉納する団体が前年の65団体から35団体
に半減した。しかし「がんばろう熊本」ののぼ
りを持つ勢子らの掛け声とともに、勇壮に繰り
広げられた馬追いが、「熊本の復興につなが
れば」と願いたい。　　　　　　   （T・K）
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時は桜の季節の終わり頃｡ 学校では新入生が新たな学校生活に希望を燃やし､ 社会では新

社会人が自分の未来に思いをはせ､ 新生活を送り始めたときでした｡ ４月14日午後９時20分｡

その時私は新市街を歩いていました｡ 地鳴りが聞こえた瞬間､ ｢来る！｣ と思い､ 反射的に

身構えました｡ と､ 同時にすさまじい揺れに襲われました｡ 店舗の２～３階部分に掲げてあっ

た看板が次々と周りに落下してきますが､ 揺れで身動きができません｡ 看板の落下で土ぼこ

りが舞いあがる中､ けがをしなくて済んだのは不幸中の幸いでした｡

16日の本震の際は八代の自宅院長室でパソコン中でした｡ 山積みの書類と本棚が襲いかかっ

てきましたが､ これも幸いにこと無きを得ました｡

４月のこれらの地震で被災された会員の先生方に改めてお見舞い申し上げます｡

実は､ 平成26年３月に会員の皆様に配布した ｢災害対応マニュアル｣ の作成に当たり､ 当

時総務・厚生・医療管理委員会の委員だった私は大規模災害のシミュレーションを担当しま

した｡ その時に ｢熊本で大規模災害が起きるとしたら｣ で対象として選んだのが ｢布田川―

日奈久断層地震｣ でした｡ もちろん､ ３・11の東日本大震災があったこともありましたが､

同断層帯の地震発生確率が､ 断層地震としてはかなり高率だった､ という理由が一番でした｡

とはいえ､ 活動周期が三千年～一万年の地震にぶち当たるとは思っていませんでしたが｡

ともかく､ 本会は牛島常務理事を中心として､ ３・11以降､ 着々と大規模災害対策を行っ

てきました｡ 牛島常務理事は日歯災害歯科コーディネーター研修を受け､ 大規模災害時の歯

科保健活動用の備蓄､ 災害対応マニュアル作成をすすめ､ 昨年12月には本会は鹿児島県歯と

災害時相互応援に関する覚書を締結し､ 大規模災害が発生した時の応援体制構築を進めまし

た｡ (これは桜島の噴火や､ 南海トラフ地震を見据えてのことだったらしいですが､ まさか､

熊本が真っ先に支援対象になるとは！それも締結早々に！)

これらの地道な活動は熊本地震で早くも実を結びました｡ 応急対応期には会員各位が自ら

被災者のもとにかけつけ､ 応急処置等に活躍し､ 慢性対応期になってからは本会災害対策本

部が歯科の司令塔として他県歯科医師会の応援部隊への対応､ 他科とのコーディネート､ 会

員の支援活動の統卒など､ 初めての経験とは思えないほどの見事な対応だったと思います｡

会報３月号巻頭言で牛島常務理事が ｢これらの準備がすべてムダになることを祈りながら｣

という言葉で結んでおられます｡ 残念ながら､ 準備は生きてしまいましたが､ 生きたのは日

ごろの成果として喜びたいと私は思います｡

ただ､ 一つ残念なことがあります｡ いかに素晴らしい規則や取り決めでも､ それを遵守す

るのは人｡ 我々歯科医師です｡ あのような混乱の中ではお互いを尊敬しつつ､ かつ規律を守

ることにより円滑な支援活動ができます｡ 慢性対応期に勝手に被災地に入った歯科医師が支

援活動の和を乱した､ という話を聞き､ 悲しくなると同時に我々歯科医師の､ 緊急時におけ

る倫理観・行動規範の明文化が必要なのかなあ､ と考えさせられました｡
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≪活動ポイント：HP (ヘルスプロモーション)≫
九地連支援チームによるPHC的活動 (熊

歯会報９月号参照) により､ 南阿蘇村の被災

者の健康状態と地元の歯科医機能は発災前の

レベルにまで回復しつつある｡ 支援チームは

１週間後には撤収し､ 今後の歯科支援活動は

地元資源を主体としたものになる｡ そのため

の九地連支援チームから地元資源への引継の

プロセスは､ 支援チームの活動開始当初から

ヘルスプロモーション (HP) の視点で慎重

に進められていたように思われる｡

HPとは ｢人々が自らの健康とその決定要

因をコントロールし､ 改善することができる

ようにするプロセス｣ であり､ 1986年にWH

Oのオタワ憲章において提唱された｡ これを

支援チーム撤収後の継続的歯科支援活動に当

てはめると ｢地元歯科診療所が自らの継続的

歯科支援活動とその決定要因をコントロール

し､ 改善することができるようにするプロセ

ス｣ となる｡ HPにおける傾聴､ 唱道､ 調停､

能力の付与の各プロセスは､ 支援チームによっ

て下記のように実行された｡

●傾 聴
｢地元歯科医師がどのような支援活動を

希望しているか｣ を現地コーディネーター

から聴収し､ 基本的に地元の意向に沿った

支援活動を展開した｡

●唱 道
支援チームのメンバーは東日本大震災等

での災害歯科支援活動を経験し豊富な知識

とスキルを有していたが､ それを最初から

全面に押し出すことを意識的に控え､ 地元

歯科医師等の相談にのりながら支援活動の

形を唱えていった｡

●調 停
実際の支援活動においては往々にして様々

な行き違いが発生するが､ それらが大きな

トラブルに発展することを未然に防ぐため

に現地コーディネーターや地元行政歯科コー

ディネーター (南阿蘇村の島岡保健師) を

活用した調停作業を行った｡

南阿蘇村歯科支援活動報告“結”の章特特特特特特特特集集集集集集集集 熊熊熊熊熊熊熊本本本本本本本地地地地地地地震震震震震震震⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

●能力の付与
支援チームと地元歯科医師の協働による

歯科支援活動の中で､ 支援チーム撤収後の

地元資源による継続的歯科支援活動の能力

を付与していった｡

上記のプロセスは､ 東日本大震災等での

支援活動の反省点を踏まえてのものと思わ

れ､ 支援チームと地元歯科医師が支援活動

において乖離することなく地元資源による

継続的な歯科支援活動にソフトランディン

グするための重要なステップであった｡

＜九地連歯科支援チームの構成＞
第４班：チームリーダー 三箇 正賢歯科医

師 (福岡県歯科医師会)
福岡県歯科医師会・福岡県歯科衛生
士会 (５月15日～５月22日)
福岡歯科大学 (５月15日～５月22日)
福岡医療短期大学

(５月15日～５月22日)

＜現地コーディネーターの任務＞
①九地連歯科支援チームが南阿蘇村に入るま
でに､ 歯科支援チームが他の支援チームと
連携して活動するための環境を整えておく
・対策会議には立ち上げ当初から参加し､
歯科の存在をアピールする
・対策会議の全体的な流れを把握し､ 歯科
支援チームに伝達する

②｢地元の歯科医師がどうような歯科支援を
受けたいか｣ を支援チームに明確に伝える
・｢地元歯科医師が受け入れることのできる

福岡県歯科医師会+福歯大チーム
右端がチームリーダー三箇歯科医師
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歯科支援の形｣ を地元で協議・調整する
・｢歯科支援活動の基本方針 (九地連歯科
支援チーム 行動方針)｣ を作成する

③活動目標 (アウトカム) を設定する
・誤嚥性肺炎による災害関連死をゼロにする
・誤嚥性肺炎の発症率を地震発生前後で同
レベルにする

④県外チームによる歯科支援活動が円滑に行
えるよう､ 地元保健師や地元歯科医師､ 介
護施設等との調整を行う
・地元保健師の中で歯科に詳しい保健師に
｢地元行政歯科コーディネーター｣ を要請
・介護施設への介入を協力歯科医 (地元歯科
医師が担当) から介護施設長に連絡､ 調整
・その他､ 必要な調整作業を随時実施
⑤地元歯科診療所が継続活動をスムーズに行
えるようにするための調整を行う
・地元歯科医師の継続支援活動スキルアッ
プ支援
・継続介入が必要なハイリスク者の特定
・歯科支援継続評価管理表の作成
※上記の①～⑤については実施ずみ｡
⑥地元歯科医師が望む歯科支援活動のゴール
と継続的歯科支援活動の姿を明確にする｡
九地連支援チームと地元歯科医師の協働

による歯科支援活動により､ 支援チーム撤

収後の地元資源による継続支援活動の方向

性はある程度収斂されてくる｡ これを漠然

としたものでなく､ 地元歯科医師が望むゴー

ルの姿を聴収したうえで､ 地元資源による

継続的歯科支援活動の姿を明確にし､ 支援

チームと地元資源の双方が合意することが

重要である｡

・地元歯科医師から ｢どのような歯科支
援活動のゴールを望むか｣ を聴収する
・歯科支援活動のゴールに沿った､ 地元
資源による継続的支援活動の姿を明確
にする

＜ミッション＞
１週間後の九地連歯科支援チーム完全撤収

にむけて､ 第４班に課せられたミッションは

下記の２つである｡

①ソフトランディング

②支援から自立へ

＜実際の活動＞
九地連チームは施設巡回チームと避難所巡

回チームとに分かれて活動した｡ 歯科支援活

動の主体を九地連チームから地元歯科診療所

へ移行するための支援から自立へ向けたソフ

トランディングを､ 下記のような各種引継作

業で実施した｡ (図１)

・５月22日での九地連チーム完全撤退を各

施設､ 避難所等に告知

・地元歯科診療所情報 (住所､ 電話番号等)

を記載したポスターの掲示

・最終的な物資支援の実施

各施設の通常運転へむけた支援として､ 電

話にて下記４項目のインタビューを行い必要

な支援を実施した｡

図１ 施設や避難所に掲示した地元歯科診療所情報

施設に対して電話で最終確認のための
インタビューを行う都築歯科医師 (福歯大)
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・新たな歯科ニーズがないか

・物資は足りているか

・かかりつけ医の有無

・ポスター掲示の依頼

各地元歯科医師への引継ぎとして､ 下記項

目を実施した｡

・要フォロー者に対して地元歯科医師と連

携して治療計画やリハビリプランを作成

した｡

・必要があれば､ 地元歯科医師に対してリ

ハビリテーションの指導を行った

また､ 在宅などで日々のケアが必要である

が､ 種々の理由で十分な歯科的支援を受ける

ことが困難な方に対しては､ 家族にケアやリ

ハビリテーションのやり方を指導した｡

支援チームが撤収する当日､ １か月に及ん

だ歯科支援活動について九地連支援チーム､

地元歯科医師・歯科衛生士による検討会を行っ

た｡ この検討会には第１班チームリーダーの太

田歯科医師 (福岡県歯科医師会) や東京医科

歯科大学の中久木助教にも参加していただいた｡

上記のような作業の最終的な引継として､

九地連チームの完全撤退後も南阿蘇の地元歯

科診療所による歯科医療が受けられるように､

地元コーディネーターへ引き継いだ｡

九地連チーム第４班による５月15日から５

月22日までの歯科支援実績は､ 表１のとおり

である｡ (表１)
表１ 日 月 火 水 木 金 土 日

活動内容 5月15日 5月16日 5月17日 5月18日 5月19日 5月20日 5月21日 5月22日

アセスメント 0 2 10 0 9 0 0 0

歯科治療 0 0 3 0 1 1 0 0

歯科相談 0 0 0 0 0 0 0 0

口腔ケア 0 0 5 0 4 2 0 0

保健指導 10 0 4 0 5 0 0 0

嚥下評価 0 0 0 0 0 0 0 0

嚥下リハ 0 0 1 0 1 0 0 0

摂食指導 0 0 0 1 0 0 0 0

環境アセスメント 1 1 0 0 0 0 0 0

物資・環境整備 1 2 3 0 11 10 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

地元医療資源へ 0 1 9 0 3 0 0 0

地元医療以外資源へ 0 0 0 0 0 0 0 0

不足した物資を施設に届けます

各施設に配備された歯科支援物品

要フォロー者に対してリハビリプランを
支援チームと検討する地元の新生歯科医師

在宅要支援者の家族に口腔ケアを指導する
堀部歯科衛生士 (福岡医療短期大学教授)
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この会議において､ ｢迅速な介入｣ と ｢適

切な引継ぎ｣ がなされた理由として下記項目

が要因としてあがった｡

・地元の医師と歯科医師の連携

・地元歯科コーディネーター

・施設等の ｢協力歯科医｣

・統一した ｢標準アセスメント票｣

・災害時要支援者歯科支援継続評価管理表

また､ 児童・生徒に対する十分な災害支援

ができなかったことや障害者施設への対応が

全くできなかったことなどの反省点､ 本当に

この時点で九地連チームによる支援活動を終

了しても良いのかという意見も出された｡

この会議の中で地元の我那覇歯科医師は次

のように述べている｡ これが我々地元の歯科

関係者の偽らざる気持ちであり､ 改めて九地

連支援チームに感謝を申し上げる次第である｡

我那覇歯科医師談
｢震災後の施設は水も電気もないうえにス

タッフも被災して出勤できず､ 何とかしなけ

ればと､ 自分だけであちこちから歯科用品を

かき集めて対応していました｡ そこに４月23

日から入った支援チームを見て､ 涙が出て感

動でした｡ 現場はスタッフ不足でどうしたら

いいのかと思っていた時に来ていただき､ 感

謝の思いしかありません｣

(田上 大輔)

九地連チーム撤収直前の最後の写真
３列目：右端が第１班チームリーダーの太田歯科医師 (福

岡県歯科医師会)
第１班チームリーダーとしての任務終了後も､ 支
援チームの各班引継の際に南阿蘇村入りして支援
チーム会議に参加｡
南阿蘇村における歯科支援活動の起承転結の流れ
を確立していただいた｡

３列目：右から３人目が中久木先生 (東京医科歯科大学)
日歯派遣の災害歯科コーディネーターとして頻繁
に南阿蘇村入りして､ 本村の歯科支援活動をあた
たかく見守っていただきながら随所に的確な助言
をいただいた｡

２列目：左から３人目が山口歯科医師 (南阿蘇村在住､ 菊
陽病院勤務)
民医連に所属｡ 菊陽病院勤務の合間をぬって南阿
蘇村の歯科支援活動に参加｡ 本田技研避難所の支
援活動にもリーダーとして６月17日から７月15日
までの１か月間従事｡

２列目：左から２人目が原口歯科衛生士 (南阿蘇村在住)
発災後､ 久木野福祉センターでの歯科支援活動を
自発的に開始｡ 九地連チームによる歯科支援活動
に合流して活動を継続｡

１列目：左端が北里歯科衛生士 (熊本県歯科衛生士会)
熊本県歯科衛生士会の南阿蘇地区のコーディネー
ターとして活動｡ 同時に西原村においても歯科支
援活動に精力的に参加｡

１列目：地元の歯科医師

みなさん 本当にお疲れさまでした｡

これまでの歯科支援活動について
九地連チームと地元関係者で最終検討会を実施
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県歯科衛生士会熊本市支部は､ 熊本地震後
の４月22日(金) 県歯会館で､ 熊本市立小学
校における歯磨き巡回指導検討会を開催した｡
集まった巡回指導仲間との避難所生活や車中
泊している人々と情報交換をする中で､ ｢組
織としてボランティア歯科活動を実施しよう！｣
との要望がでた｡ 早速､ 熊本市健康づくり推
進課の歯科衛生士に伝えた結果､ 熊本市と市
歯科医師会との連携により､ 熊本市内の介護
老人保健施設２ヶ所と福祉避難所３ヶ所での
災害支援口腔ケア活動に携わることができた
ので､ 以下に報告する｡
南区の介護老人保健施設は､ 避難所から施

設に帰った入所者100名の口腔ケアを市健康
づくり推進課から依頼され､ 実施する事になっ
た｡ ４月25日(月) 熊本市支部会員４名は､
施設の担当歯科医院の歯科衛生士３名と口腔
ケアを行い､ 必要に応じて歯科医師が口腔診
査を行った｡ 施設には､ 常勤で歯科衛生士１
名が勤務しており､ 週２日の訪問歯科診療が
実施されていたため口腔ケア用品は揃ってい
た｡ 震災後､ 熊本市内は断水の地域があった
が､ 施設は水が出ていたので助かった｡ また､
施設職員が入所者を誘導された事もあり､ ２
時間程で口腔ケアを終えることができた｡
中央区の介護老人保健施設は､ ５月19日

(木) 市歯科医師会４名､ 歯科衛生士８名
(市健康づくり推進課２名､ 熊本市支部会員
６名) で､ 歯科治療中の方は除く47名の入所
者に対して､ 歯科医師による口腔内状況を確
認し､ アセスメント票記録後､ 口腔ケアを行っ

た｡ 施設損壊の為､ 入所者85名は東区の病院
に移動されており､ 混雑した状況での口腔ケ
アだった｡ 当施設と病院は､ 歯科衛生士が勤
務し､ 日頃から多職種と連携し､ 毎食後口腔
ケアに取り組まれていた｡ また入所者の歯ブ
ラシは名前がわかりやすく並べてあり清潔に
管理されていた｡ 両施設の施設職員は､ 口腔
ケアに理解があり､ 入所者の口腔内管理がで
きていると思った｡
福祉避難所は､ ５月１日(日) 東区の熊本

県障がい者支援センターと能力開発センター
に､ 歯科医師６名 (市歯科医師会５名､ 東区
役所１名)､ 歯科衛生士は７名 (市健康づく
り推進課１名､ 東区役所１名､ 熊本市支部５
名) が携わった｡ 避難所利用者は60名程だっ
たが､ 昼間は眠っている方や帰宅者が多く､
口腔内を診るのが可能な20名に対して歯科医
師が口腔状況観察と歯科相談を実施｡ 歯科衛
生士は､ アセスメント票の記録後に口腔ケア
と口腔衛生指導を行った｡ 水場が無い場所で
は､ 口腔用ウエットテイッシュが役に立った｡
歯ブラシや嗽用コップがない避難者には､ 歯
ブラシと紙コップを配布した｡
５月４日(水) 南区の障がい者総合支援セ

ンターには､ 市歯科医師会２名､ 本支部会員
９名､ 市健康づくり推進課２名で臨み､ 知的
障がい者50名の口腔状況観察とアセスメント
票の記録､ 口腔ケア及び歯磨き指導後､ 施設
職員に口腔ケア用品とパンフレット等を活用
して口腔衛生指導を行った｡
日頃から地域歯科保健活動に携わっている

歯科衛生士の仲間達は､ この度の災害で自身
が被災したことも忘れて ｢地域住民の健康維
持に役に立ちたい｣ との思いで､ 熊本市と熊
本市歯科医師会と連携し､ 災害支援活動の機
会を得て多くのことを学ぶことができた｡
これからも要介護者や障がい者 (児) への支
援活動を継続しながら､ 市民の歯科衛生を担
う者として誇りと責任をもって社会に貢献し
ていきたいと思っている｡
(県歯科衛生士会熊本市支部 植 由紀子)

熊本県歯科衛生士会活動記③

歯科医師の口腔状況確認

歯ブラシ・義歯の管理

口腔ケア・歯磨き指導
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―第16回理事会―

����������
医療圏か親しい方々で組むか色々な方法があ

りますので､ そのお手伝いを歯科医師会でやっ

ていく必要があると思います｡ とにかく､ 会

員の復旧復興に明るい兆しが出たということ

を喜ばしく思います｡ 健康保険に関しては､

一部負担金の窓口負担が７月末で終了すると

ころでしたが､ 日歯を通じ厚労省に要望し､

まずは９月末までに延長することができまし

た｡ このことは被災されている県民の方々に

も有効な措置だったと思います｡ 今後は､ で

きればもう少し延長していただければと考え

ております｡ また､ 日歯を通して全国から義

援金をお寄せいただきました｡ これまでも多

くの方々から義援金､ 支援金､ 見舞金をお寄

せいただいております｡ 合わせて約１億円を

超える額となりますが､ 復旧復興の資金とし

て活用するために､ いま検討委員会で使途を

検討しております｡ 本当に大切な浄財ですの

で１円たりとも無駄にしないようにしっかり

と検討して使わせていただきたいと思います｡

まだ地震に対する対応は続きますし､ 平時の

会務運営も目白押しですので､ 大変だとは思

いますが､ どうぞお体に留意され更なるお力

をお貸し頂ければと考えております｡ 本日も

最後までよろしくお願いいたします｡

３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：久々山監事､ 西野監事､

浦田会長

１. 開会：中嶋副会長
２. 挨拶：浦田会長

皆さんこんばんは｡ お盆も過ぎまして暦の

上では秋となりますが､ まだまだ残暑厳しく､

特に西日本では暑い日が続き､ 東日本では悪

天候が続いております｡ また11年ぶりに関東

に台風が上陸しましたし､ 立て続けに３つの

台風上陸により､ 日本全国に災害が発生する

気象状況の中で､ 特に東日本では各地に被害

をもたらしお見舞いを申し上げます｡ 今回の

熊本地震は､ 幾分落ち着いてきたとは言え余

震は2000回を超え､ まだまだ揺れますし､ こ

の暑さと余震に耐えて頑張っていきたいと思

います｡ 会員の復旧､ 復興については色々な

対策を取って参りましたが､ 厚労省所管の医

療施設等災害復旧費等補助金に対しては､ 政

策医療を実施している医療機関が対象となっ

ていますが､ 郡市によっては休日診療事業等

を自治体と契約しているところと､ そうでな

い郡市もあり全ての会員の方が対象にできな

かったのですが､ 県歯科医師会が県､ 国と委

託して実施している補助事業は､ 会員が携わっ

ていますし､ がん連携等の事業も多くの会員

の先生方が参画していることを説明したとこ

ろ､ 歯科医師会の会員の先生方は政策医療を

行っていると認めていただいております｡ ま

た､ 補助率２分の１を３分の２に引き上げる

要望をしたのですが､ 今の所実現されていま

せんが､ 中小企業庁の支援策であるグループ

施設等復旧整備事業補助金が医療機関同士で

もグループを組むことができることになりま

した｡ 先日､ 急ではありましたが､ 県､ 医師

会､ 歯科医師会と合同で説明会をさせていた

だきました｡ グループの組み方については､

県歯科医師会単独か､ 郡市か､ 保健所の二次

８月24日(水) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他全役員､ 伊藤学院長の出席
のもと開催された｡
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５. 平成28年度会務報告：
(自：７月25日～至：８月21日)

本会総務：理事会､ 常務理事会､ 地震災害対

策本部会議

学校歯科：九州地区学校歯科医会役員連絡協

議会

医療対策：医療相談・苦情事例報告

以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

６. 報告事項：
１. 表彰

・日本歯科医師会会長表彰

中村 進 会員 (宇土郡市)

表彰式：第37回全国歯科保健大会

(於・沖縄県) 12月10日(土)

・平成28年度熊本県学校保健功労表彰

(10名)

菅原 洋 会員 (熊本市)､ 津野田 稔

会員 (熊本市)､ 立花 泰裕 会員 (熊

本市)､ 中原 孝 会員 (熊本市)､ 弘中

一郎 会員 (熊本市)､ 澤村 克彦 会員

(天草郡市)､ 山口 透 会員 (八代)､

前田 章二 会員 (八代)､ 前田 秀一

会員 (玉名郡市)､ 武市 功雄 会員

(山鹿市)

２. 応急仮設住宅における復興リハビリテー

ション活動

震災後の仮設住宅におけるリハビリテー

ション活動の連携について､ 熊本県地域

リハビリテーション推進会議における内

容の報告があった｡

３. 事業企画書

・社会保険委員会： ｢社会保険講演会｣

11月13日(日) 午前10時～12時

４. 会員への医療施設等災害復旧費補助金

申請の通知

厚生労働省所管の医療施設等災害復旧

費補助金申請についての通知文を､ ８月

発送時に会員へ配布した｡

５. 熊本市民病院歯科口腔外科存続の要望

書

熊本市民病院移転に伴う歯科口腔外科

存続についての要望書を､ 熊本市長､ 熊

本市議会議長宛に提出した｡

６. 学院実習用ユニットの導入

学院実習室のユニット交換について､

４社から見積を取り､ 学院役職員会で検

討した結果､ タカラベルモントの機種を

ＵＫデンタルから購入することとした｡

７. 学院学生用コピー機の購入

学院自習室の学生用コピー機について､

リコーのリサイクル機を導入することと

した｡

８. 熊本県学校保健会協力寄付金

例年どおり寄付を募ることとする｡ な

お､ 役員については５口 (15000円) の

負担が義務づけられた｡

９. 事業報告書

・学校歯科委員会：｢学校歯科保健推進

大会｣ ７月２日(土)

・学術委員会：｢㈱松風共催 学術講演会｣

７月31日(日)

10. 勤務歯科医師研修会 (公私立病院用)

10月８日に開催する研修会の案内を､

18の公私立病院に送付する｡

11. 会計７月末現況

12. その他

・医科歯科連携の保険算定上の留意点に

ついて､ 今後会員へ通知を送付する｡

・今年度の県総合防災訓練は熊本地震の

影響で中止となった｡

・日本歯科医学会総会の本県の目標は会

員の25％を登録するようになっており､

まだ目標を達成していないことから参

加募集を再度募ることとする｡

７. 連絡事項：
１. ９月行事予定

９月16日(金) 県議との懇談会を開催

する｡

８. 承認事項：
１. 関係機関・団体からの役員等の推薦依

頼 [承認]

・県医療審議会委員／県医療政策課

浦田 健二 会長 任期：平成28年７月

27日～平成30年７月26日

・社会保険診療報酬支払基金幹事／支払

基金熊本支部

浦田 健二 会長 任期：平成28年９月

１日～平成30年８月31日



熊歯会報Ｈ.28.10

11

・県医療・保健・福祉連携学会企画委員

／県医師会

小島 博文 副会長 任期：平成28年４

月１日～平成29年３月31日

・県後期高齢者医療運営協議会委員／県

後期高齢者医療広域連合

田上 大輔 常務理事 任期：平成28年

10月１日～平成30年９月30日

２. 名義後援使用及び協賛依頼 [承認]

・後援：部落差別をはじめあらゆる差別

をなくす第45回県人権教育研究大会／

県人権教育研究協議会

・協賛：第13回熊本暮らし人まつりみず

あかり／ (一社) 熊本暮らし人まつり

３. 公益財団法人熊本県体育協会 ｢スポー

ツ医科学専門委員会委員｣ の推薦 [承認]

渡辺賢治専務理事を推薦することとし

た｡

４. (公社) 熊本県体育協会からの免税募

金 [承認]

例年通り10万円を寄付することとした｡

９. 議題：
１. 平成28年度第１回各郡市歯科医師会会

長・専務理事連絡協議会の出席者及び・

報告 [承認]

日程､ 執行部出席者については了承し､

各協議・報告等の役割分担を決定した｡

２. 平成28年度新入会員研修会日程 [承認]

日程については了承し､ 懇親会出席者

は､ 常務理事以上､ 説明者､ センター長､

学院長とすることを決定した｡

３. 日歯災害歯科コーディネーター研修会

のタイムスケジュール [承認]

スケジュール案について､ 研修会最後

のパネルディスカッションをなくし､ 時

間配分を再度検討してから日歯へ報告す

る｡

４. 熊本地震に係る日歯福祉共済保険災害

共済保険金請求の取り扱い [承認]

当該会員の自宅の全壊申請手続きを行

うことを了承し､ 付随資料として会長意

見書を提出する｡

10. 協議事項：
１. 会館・学院校舎の地震保険契約

今後､ 地震保険の加入については検討

を重ねる｡ 検討をするうえでは耐震化等

について､ 建設会社､ 設計事務所等に意

見を求めることとし､ 最終的に地震保険

加入の可否については代議員会へ諮るこ

ととする｡

２. 執行部における課題と対応

所管横断的な県歯課題について渡辺専

務理事より25項目が提示され､ 事業を担

当する役員を明確にし､ 優先順位を付け

て達成を目指すこととした｡

11. 監事講評：久々山・西野監事
12. 閉会：宮坂副会長

(広報 竹下 憲治)
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９月３日(土) 岐阜県歯科医師会主管にて

岐阜グランドホテルにおいて､ 第15回警察歯

科医会全国大会が行われ､ 浦田会長､ 渡辺専

務理事､ 牛島が本会から参加し､ 警察医会歯

科部会から上田忠会員と矢毛石陸男会員が参

加した｡ また本会からの依頼を受けた形で､

今回はじめて熊本県警本部より刑事部鑑識課

の志賀正浩警部と刑事部捜査第一課の井上路

徳警部補が参加した｡

全国から警察歯科医関係者､ 大学関係者に

加え､ 岐阜県警察本部や海上保安本部など

419名が参加し､ 12時30分より開会式が行わ

れた｡

主管県挨拶 岐阜歯科医師会会長

阿部 義和

主催者挨拶 日本歯科医師会副会長

柳川 忠廣

来賓挨拶 警察庁刑事局捜査第一課

検視指導室長 親家 和仁

来賓祝辞 岐阜県知事 古田 肇

来賓祝辞 岐阜県警察本部長

山本 有一

来賓祝辞 岐阜市長 細江 茂光

報 告 宮城県歯科医師会会長

細谷 仁憲

そして､ 開会式の最後に今回の熊本地震に

おける全国からの支援､ お見舞いに対し浦田

会長が御礼を述べた｡

い｣ １ ｢自分に問う｣､ ２ ｢仲間に問う｣､ ３

｢社会に問う｣｡ として､ 一つ目の ｢自分に問

う｣ では警察歯科医とはなにかをジャーナリ

ストの石井光太氏の講演のなかから探し求め

てもらうことを狙った企画で､ 東日本大震災

における身元確認を担った歯科医師や歯科助

手のエピソードや､ 家族を失った遺族へのグ

リーフケア (悲嘆に対するケア) について話

され､ 身元確認を改めて考えさせられた｡ 二

つ目の ｢仲間に問う｣ ではシンポジウムを通

して ｢これからの警察歯科の進むべき道はど

こか｣ を考えてもらう企画をされた｡

シンポジウム
報 告

｢熊本地震における支援活動から学んだこと｣

浦田 健二・牛島 隆

テーマ

｢大規模災害 支援と連携の在り方を探る

～災害時により良い連携をとるための提案～｣

コーディネーター 奥羽大学法歯学教授

花岡 洋一

コメンテーター 日本法歯科医学会理事長

都築 民幸

プレゼンター 日本歯科医師会副会長

柳川 忠廣

岐阜県歯科医師会

野村 岳嗣

―第15回警察歯科医会全国大会―

����������������������������
熊本県より７名参加｡ そのうち今回はじめて県警本部より２名参加

報 告

今回のテーマを ｢私たちがすべきこと～あ

らためて問う､ 警察歯科の役割～｣ とし､ そ

のコンセプトを ｢未来の警察歯科へ３つの問

熊本地震における全国からの支援､ お見舞いに対し御礼を述べる浦田会長
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シンポジウムでは牛島より熊本地震のお礼

と報告を述べたのち､ 岐阜県歯科医師会が取

り組んだ､ 警察歯科医会の全国アンケート結

果の提示と会場から指定発言者が発言し､ そ

れに対しコメンテーターやプレゼンターと会

場がディスカッションをおこなった｡ またそ

の後のポスターセッションでは24のプレゼン

テーションが行われ､ その中では宮崎県歯科

医師会と静岡県歯科医師会から熊本地震に関

するポスター発表があった｡ 三つ目の ｢社会

に問う｣ では､ 他会場において､ 石井光太氏

原作の映画 ｢遺体 明日への十日間｣ を公募

の上無料上映したもので､ 事前に新聞紙面で

募集した市民を岐阜市内の映画館に集め､ 石

井氏の舞台挨拶､ 岐阜県歯科医師会の活動紹

介を行った後､ 東日本大震災において身元確

認を行った内容を描いた､ 西田敏行､ 柳葉敏

郎､ 佐藤浩市らの映画を上映したものであり､

その参加者の感想などを全国大会会場で披露

して､ 改めて ｢社会に問う｣ というもので､

これまでとは趣の変わった構成の警察歯科医

会となった｡

柳川日歯副会長から､ 次年度より隔年開催

を検討しており､ 形式も来年は担当者連絡協

議会のような形にし､ 全国大会は再来年に行

う予定である旨説明があったが､ 正式には今

後日歯で検討するとのことであった｡

冒頭に述べたように､ 今回初めて熊本県警

から警察歯科医会全国大会に参加していただ

き､ 警察歯科医の取り組みを知っていただい

たことは大変有意義で､ 今度県警との連携を

深めていきたいと考える｡ 熊本地震における

支援活動の経験と警察歯科医会全国大会に参

加して学んだことを活かし､ 熊本県警察歯科

医会の充実と万全の災害対策を図っていきた

い｡

(常務理事 牛島 隆)

日歯８０２０テレビ (熊本県歯科医師会協力)

※ ｢災害時こそ大切！お口のケア｣ 配信のお知らせ

日歯８０２０テレビに本会協力のもと作製された ｢災害時こそ大切！お口のケ

ア①備えておくこと｣ ｢災害時こそ大切！お口のケア②自分でできること｣ の２本

の動画が配信されています｡ 避難所における活動の様子や浦田会長の話も収録さ

れていますので､ 是非ご覧ください｡

【日歯8020テレビ】http://www.jda.or.jp/tv/81.html (｢日歯８０２０テレビ｣→検索)
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８月20日(土) 午後２時より､ 県歯会館４
階ホールにて､ ｢九州地区学校歯科医会役員
連絡協議会｣ が行われた｡
大林理事の司会進行のもと､ まず浦田会長
の挨拶があり､ 今回の熊本地震における県歯
の対応やその後の経過､ 現況報告があり､ 九
州各県からの支援に対しての感謝の言葉が述
べられた｡ 次に日本学校歯科医会の丸山会長
の挨拶と続き､ 協議における座長・副座長選
出では開催県である本県の浦田会長が座長､
次期開催県 (佐賀県) の原理事が選出された｡
協議に先立ち､ 日本学校歯科医会の藤居専務
理事により日本学校歯科医会報告があり､ そ
の後以下の協議に入った｡� 平成28年度九州各地区学校歯科関連事
業計画� 各地区提出協議題� 日本学校歯科医会への質問及び要望事項
特に�の協議では各県活発な意見が出され､

主なものとして健診時のダブルミラーテクニッ
ク､ 準ダブルミラーテクニック､ 学校歯科医
へのクレームがあった時の会としての対応､
学校歯科医基礎研修会､ 健診時の保健調査票
の活用､ 定期健康診断改訂に伴う会員への周
知についてなど､ 協議事項が盛りだくさんで､
盛夏の熊本の暑さに負けぬ熱い協議､ 議論が
交わされ､ 時間も足りないくらいであった｡
また今回熊本地震があったことで､ 緊急時の
学校歯科医の対応､ 大規模災害時における学

校歯科医の対応についての協議がなされたの
も特徴的であった｡
協議終了後､ 熊本市立城東小学校の桑田養
護教諭により､ ｢みんなで進める学校での健
康づくり｣ ～歯・口の健康づくりを中心に～
という演題で講演があった｡ 城東小学校は
2013年に熊本県主催で行われた ｢第77回全国
学校歯科保健研究大会｣ で優秀賞 (文部科学
大臣賞) 表彰を受けた学校であり､ 桑田養護
教諭を中心とした､ 生徒､ 学校歯科医､ 教員､
保護者､ 地域と一体となった積極的な歯科保
健活動はとても素晴らしい｡ 特に感銘を受け
たのは､ ５､ ６年生の保健委員が健康づくり
のリーダーとして全学級へ ｢歯みがきツアー｣
を行っているとのことだった｡ 震災後は避難
所にも ｢歯みがきツアー｣ に行きたいと生徒
の方から声が上がり､ 避難所を訪問して､ 子
ども達との交流で高齢者の方々が笑顔になっ
ていたとのことだった｡ 是非もっとより多く
の会員､ 学校歯科医の先生に聞いて頂きたい､
また私自身も学校歯科医として､ まだまだや
れること､ やるべきことがたくさんあると感
じた講演であった｡
全日程終了後は､ 懇親会場に場所を移し､
日本学校歯科医会会長や専務理事にも参加い
ただき､ 各県の役員とも親睦を深め､ 大盛会
のもとに終了となった｡

(学校歯科 石井 洋一)

各地区提出議題では各県活発な意見が出された

����������
―九州地区学校歯科医会役員連絡協議会―����

｢みんなで進める学校での健康づくり｣ を講演する桑田養護教諭



８月26日(金) 午後７時より毎年恒例のボウ

リング大会が､ 玉名市の司ボウルにて開催され

た｡ 今年は会員とスタッフ､ その家族を含めた

66名もの参加があった｡ 森会長の始球式で大会

がスタート｡ 成績ごとに賞品が用意されている

こともあり､ 各レーンでは気合の入った熱戦が

繰り広げられた｡ 大会成績は以下の通り｡

[個人の部] 優勝・浦嶋順子 (たかさき歯科)

準優勝・�川寛子 (坂口歯科) ３位・田中

美鈴 (わかばデンタルクリニック)

[団体の部] 優勝・たかさき歯科 準優勝・大

林歯科診療所 ３位・もり歯科

その後､ つかさの湯２階の大宴会場に会場を

移し､ 永年勤続スタッフへの表彰式､ ボウリン

グ大会の表彰式および懇親会が行われた｡ 永年

勤続表彰は勤続20年３名､ 15年３名､ 10年６名､

５年６名の計18名が表彰状と記念品を授与され

た｡

懇親会では参加者の成績発表や賞品の授与の
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���������� 郡市会報告

ほか､ 毎年大盛り上がりのジャンケン大会も行

われた｡ 犬束常務理事､ 大林専務理事､ 高�副
会長､ 森会長が各自自腹で用意した豪華賞品を

めぐって熱いジャンケンが繰り広げられ､ 蒸し

暑い夜にも負けないほど会場は熱気に包まれた｡

今後さらなる内容の充実を目指すべく会員一同

精進していくことを誓い合い､ 今年も盛況のう

ちに大会を終えた｡

(月精 秀和)

玉名郡市歯科医師会��������������
―ボウリング大会―

66名の参加者で気合いの入った熱戦が繰り広げられた

の締めでお開きとなった｡

地域の少しでも早い復興と皆様の健康・安全

を願い､ 来年も盛大に開催されることを期待する｡

(宮本 徳郎)

―家族スタッフ合同レクリエーション―

�������������上益城郡歯科医師会

８月26日(金) 午後７時より､ 毎年恒例の家

族スタッフ合同レクリエーションが､ 益城町の

阿蘇熊本空港ホテルエミナースで開催された｡

震災の影響もあり､ 開催自体が危ぶまれたが､

90名を超える参加者が集った｡

玉置会長の挨拶の後､ 堂上会員の乾杯でスター

トした｡

日頃の疲れを癒すお酒と食事を楽しみ､ 歓談

が盛り上がりを見せた｡

参加スタッフ全員にもれなく景品が当たる抽

選会が始まった｡

司会の太田会員と娘さんが番号を読み上げる

と､ 例年より豪華な景品に歓喜の声があがった｡

楽しい時間はあっという間に経ち､ 高尾会員

90名を超える参加者で大いに盛り上がる
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���������� �������������������天草郡市歯科医師会

８月27日(土) 午後４時30分より第７回天草

郡市三師会学術研究会が天草市､ 天草地域医療

センターヒポクラートでおこなわれた｡

この学術研究会は 『医歯薬の三師会の連携を

密にし､ それぞれに関係がある項目の勉強会を

一緒に行う』 という趣旨で計画された研究会で

ある｡ ７回目の今年は ｢現在における骨粗鬆症

について～多職種連携の取り組み～｣ というテー

マで学術講演が行われ､ 60名程の医師､ 歯科医

師､ 薬剤師さらにコメディカルらが参加した｡

第１講演に歯科領域より ｢BMA (Bone

Modifying Agents) 関連顎骨壊死の診断と治

療について｣ の演題で熊本大学歯科口腔外科の

中山秀樹教授に講演をいただき､ 第２講演に

｢骨粗鬆症リエゾンサービスの実践と課題―そ

れぞれの役割と連携について―｣ の演題で鶴上

整形外科リウマチ科の鶴上浩院長に講演をいた

だいた｡

６年前の第１回三師会学術学術研究会のテー

マが ｢ビスフォスフォネート関連顎骨壊死―最

新のコンセンサスは？―｣ であり､ 当時は骨粗

鬆症の治療薬由来の顎骨壊死について報告がさ

れ始めていた時期で､ その対応についても手探

りに近いものであった｡ その後BRONJ (ビス

ホスホネート系薬剤関連顎骨壊死) という名称

と共にその病態も広く知られるようになってき

ており､ その予防や発症した時の対応について

のポジションペーパーが出てきた｡

今回の講演会では､ その後の多くの知見､ 報

告を確認することができたが､ 最新のポジショ

ンペーパーでは､ 一定期間休薬後の外科処置に

ついて明らかなエビデンスは認められないとの

ことであった｡

現在､ 骨粗鬆症治療薬として色々な種類､ 作

用機序の薬剤が出ており､ BRONJIという用語

に代わり､ ARONJI (再吸収阻害薬関連顎骨壊

死) という用語が使用されている｡ 今後高齢化

が進むにつれて､ この種の薬剤を使用する高齢

者も増加すると思われ､ 一旦顎骨壊死が発症す

るとその対応に難渋するので､ 我々歯科医師に

とってもより注意すべき問題である｡

(内崎 祐一)

―第７回天草郡市三師会学術研究会―

顎骨壊死の診断と治療について話される中山教授



熊歯会報Ｈ.28.10

17

会 務 報 告 自 平成28年７月25日
至 平成28年８月21日

所管 日付 摘要 出席者

総 務

７月26日
第１回創立110周年記念事業打合会
(１) 実行委員会設置の可否 (２) 記念式典 (３) 開催期日・会場 ほか

渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 竹下・
宮井・宇治理事､ 有田連盟副理事長､
瀬井国保理事､ 林副学院長

27日

熊本地震に係る要望について県健康福祉部長との面談 (県庁) 浦田会長､ 澤田事務局長

第１回県医療審議会 (県庁) 浦田会長

熊本リハビリテーション病院山鹿副院長との面談 浦田会長､ 牛島常務理事

第15回理事会
【承認事項】
(１) 新入会員の承認 (２) 平成28年日本補綴学会九州支部学術大会の会場決定
(３) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼 ほか

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

第15回地震災害対策本部会議
(１) 災害救助法に基づく熊本県歯科医師会の被災者支援活動終了
(２) 口腔ケア支援物資の最終調整 (３) 仮設住宅における歯科保健医療活動 ほか

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

29日
公益社団法人県体育協会第１回財務特別委員会 (ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ) 澤田事務局長

月次監査
(１) ６月末会計現況監査

久々山・西野監事

30日

中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業に関する支援機関等との意見交換会 (県庁)
(１) １次公募 (１次締切) の応募状況等 (熊本県)
(２) 中小規模復興支援アドバイザーの活動状況 (中小機構)
(３) 今後の認定申請の受付に向けて (中小企庁) ほか

渡辺専務理事､ 八木常務理事

熊歯剣道部古稀祝賀会 (ホテル日航熊本) 渡辺専務理事

８月２日
第１回熊本地震見舞金・義援金給付検討臨時委員会
(１) 委嘱状伝達 (２) 会員診療所の被害状況 (３) 会員へのり災証明書の提出依頼文書

浦田会長､ 小島副会長､ 久々山・西
野監事､ 渡辺専務理事､ 八木常務理
事

３日

第２回副会長会議
(１) 文部科学大臣表彰

浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事

第26回常務理事会
(１) 三師会懇談会の提案事項
(２) 公益財団法人熊本県体育協会 ｢スポーツ医科学専門実行委員会委員｣ の推薦
(３) 平成28年度第１回各郡市歯科医師会会長・専務理事連絡会議の報告及び協議事項 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

� � �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

出口 瑞男 先生
平成28年９月13日ご逝去 81歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和40年４月７日 ��
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医療対策

８月３日
医療相談
(１) 医療相談 (医療事故事例)

冨屋理事､ 岡田委員長他２委員

17日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 九州各県医療安全担当者会 (３) 各郡市医療相談担当者会
(４) 委員会提出協議題 (５) 理事報告

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

19日
医療相談
(１) 医療相談 (医療事故例)

冨屋理事､ 岡田委員長他２委員

センター・
介護

８月４日 熊本地域リハビリテーション支援協議会役員会 (テルウェル熊本ビル) 小島副会長

５日 カルテチェック (口腔保健センター) 松岡センター長

12日
口腔保健センター打合せ
(１) 口腔保健センターの運営

松岡センター長､ 松本理事

19日
センター・介護委員会
(１) 九州各県地域保健担当者会議 (２) 平成28年度委託事業

松本理事､ 平井委員長他６委員

厚生･医療
管理

７月25日 日本歯科医療管理学会九州支部総会・学術大会準備委員会
牛島常務理事､ 宮井・竹下理事､ 工
藤委員長､ 池嶋副委員長

８月６日 天草郡市健康診断 (天草地域健診センター)

18日 山鹿市健康診断 (鹿本郡市医師会館)

20日 宇土郡市健康診断 (宇土市保健センター)

総務･医療
連携

８月４日
総務・医療連携小委員会
(１) 阿蘇医療センターがん連携説明会資料確認 (２) マニュアル内容､ 流れ確認
(３) 心臓血管外科連携､ 内容見直し

牛島常務理事､ 宇治理事

８日 がん連携運営説明会 (阿蘇医療センター) 宇治理事

19日
総務・医療連携委員会
(１) 心臓血管外科マニュアル (２) 勤務歯科医師研修会
(３) 口のリハビリテーション ほか

牛島常務理事､ 宇治理事､ 三森委員
長他全委員

学 院
８月７日

第２回学院体験入学
参加者：46名

21日
第３回学院体験入学
参加者：40名

国保組合 ７月26日 国保連合会通常総会 (KKRホテル熊本) 浦田理事長

所管 日付 摘要 出席者

総 務

５日 厚労省による中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業に関する説明 浦田会長､ 澤田事務局長他２名

６日

九州各県会長会 (ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー) 浦田会長

九地連協議会 (ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー)
浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 牛島常務理事､ 澤田事務局長

九地連総会 (ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー)
浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 牛島常務理事､ 澤田事務局長

９日 県救急医療連絡協議会 (テルウェル熊本ビル) 牛島常務理事

10日 第778回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

17日

第27回常務理事会
(１) 平成28年度第１回各郡市歯科医師会会長・専務理事連絡会議の報告及び協議事項
(２) 厚生労働省が支援する熊本地震に係る雇用調整助成金の特例措置の紹介
(３) 会館・学院校舎の地震保険契約 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

18日

サンスターとの面談 浦田会長､ 牛島常務理事

中小企業等グループ補助金説明会 (県庁)
(１) グループ補助金の制度概要 (２) グループ補助金の運用緩和の状況
(３) 医療施設等災害復旧費補助金・社会福祉施設等災害復旧費補助金との関係 ほか

浦田会長

21日 平塚靖規前京都府歯会会長藍綬褒章受章記念祝賀会 (ANAクラウンプラザホテル京都) 浦田会長

学 術 ７月31日
㈱松風共催学術講演会
受講者：89名
講師：東京歯科大学クラウンプリッジ補綴学講座 佐藤亨主任教授

牛島常務理事､ 井上理事､ 堀川委員
長他３委員

社会保険 ８月５日
レセプトチェックセンター
(１) 相談者：２名

田中理事

地域保健 ７月28日 熊本さわやか大学校熊本校講演 (県総合福祉センター) 関会員 (熊本市)

広 報
８月10日

広報小委員会
(１) 会報９月号編集・第１校校正

竹下理事､ 岩崎委員長他２委員

19日
広報小委員会
(１) 会報９月号第２校校正 (２) 今後の委員会等日程

竹下理事､ 岩崎委員長他２委員

学校歯科

８月３日
学校歯科医員会
(１) 九州地区学校歯科医会役員連絡協議会 (２) 歯の祭典
(３) ｢健康診断の流れと要点｣ のパンフレット作成

大林理事､ 河原委員長他全委員

９日
学校歯科健診に関する打合せ
(１) ｢健康診断の流れと要点｣ パンフレットの校正

河原委員長

18日
県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

学校歯科健診に関する打合せ
(１) ｢健康診断の流れと要点｣ パンフレットの校正

大林理事､ 河原委員長

19日 第46回県高等学校保健会養護教諭研究協議会 宮坂副会長

20日

九州地区学校歯科医会役員連絡協議会
(１) 平成28年度九州各地区学校歯科関係事業計画 (２) 各地区提出協議題
(３) 日本学校歯科医会への質問及び要望事項
講師：城東小学校 桑田奈津子養護教諭

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上常務理事､ 大林・宇治理事､
河原委員長他全委員







この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として
加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村
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主な行事予定 November

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

ⓒ2010熊本県くまモン#K6356

2日（水）
6日（日）
6日（日）
13日（日）
16日（水）
19日（土）
20日（日）
24日（木）
27日（日）

第32回常務理事会
笑顔ヘルCキャンペーン中央イベント（熊本市・上通びぷれす広場）
歯の祭典
社会保険講演会
第33回常務理事会
社会保険講演会
第18回日本歯科医療管理学会九州支部学術大会
第19回理事会
日歯生涯研修DVDセミナー及び会員発表
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朝晩はすっかり肌寒くなった今日このごろ、食欲が増す季節がやってくる。
街路樹の木々も少しずつ色めいてくる。葉が散れば、冬が到来する。
しかしつい先日、郵便物を受け取る際に局員の方に「年賀状はどうされますか？」と聞かれた。
夏が終わったばかりとおもっていたら瞬く間に年賀状の話。四季と行事と次から次に変化を感じる。
そんな時ふと思った。もし南の島のように、年間の気温の変化が少ない温かい場所に住んでいたら、
いや移住したらどうなんだろうか、まるで時が止まってしまうのではないかと。
いや、それとも温かい気候や陽気な雰囲気に体がリラックスするのではないか。
そんな事を考えながらもやはり寒い時に食べるお鍋、こたつで食べるみかんも捨てがたい。
身の引き締まる寒さを越えると、やがて春が来て草木が芽吹く、桜が咲くと節目を感じる。
梅雨が来るとまた太陽が恋しくなる。四季の行事や思い出は、私の体に深く刻み込まれている。
そしてやはり私は「四季」が好きなんだと気づく。                                                      （O. H）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

編集者のつぶやき


